
































中の乳歯 (弥生時代後期)､櫛 (8･9世 右上 櫛いくしまじな ふだ しやくし
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工学部生物応用工学科棟予定地
工学部土木工学科棟東隣で行なわれた発掘調査
で､弥生時代から近世の各水田層と､縄文時代の
ドングリ等の貯蔵穴が確認されました｡また､水
田に伴うと推測される溝も各層で見つかっており､
なかには条里と関連すると思われるものもありま
す｡
弥生時代後期～古墳時代前期の水田
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古代の水田と大溝
水田層は､各層で確認されましたが､はっさ
とした畦畔が検出されたのは､古代層と弥生時
後期-古墳時代前期の層だけです｡調査区の北半
分にしか残存 していなかったので､詳 しい水田区
画はわかりませんが､古代は東西 ･南北方向に並
んだ方形､弥生時代後期～古墳時代前期は､地形
に沿って等高線状に並んだ不定形の区画をしていました｡水
l 田以外にも､中世層では畝状の遺構が検出されました｡
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条里に関連すると推定される､古代(平安時代前半)の溝は
幅12mをこえ､水利施設と考えられる杭列も出土 しました｡
旭川西岸の条里施行年代を考えるうえで貴重な資料です｡古
墳時代の末頃の層で見つかった､東西 ･南北方向の直線的な
溝も､条里前の大規模な地割を予想させ､重要です｡東西方
向の溝のつづきは､西隣の情報工学科棟の調査でも確認され
ています｡弥生時代の層で
は､地形の傾斜に合わせた
溝が数本検出されました｡
貯蔵穴は､縄文時代後期
縄文時代の貯蔵穴群 ～晩期のものです｡他地点
と同様に､谷状に凹んだ､小川あるいは湿地の斜面に掘 り
込まれていました｡そのうちの1つには､編物状の遺物が
残っており､底に敷いてあったと思われます｡発泡ウレタ
ンを貯蔵穴の周囲に吹きつけて､完全に密封 して取 り上げ
ました｡
以上のように､生物応用工学科棟の調査によって､大学
構内の歴史をより深く､理解するための材料が1つ増えたと
いえるでしょう｡
貯蔵穴の中の編物状遺物
レタンで密封
